


た
ま
か
わ
の

文
芸
の

典

村
の
文
化
、
芸
術
の
祭
典
「
平
成
刊
年
度
玉
川
村
文
化
祭
』
は
、

ω月
お

己
(
土
)
の
山
野
草
展
で
閉
幕
を
し
、
什
月
7
B
(
臼
)
の
芸
能
発
表
ま
で
村
民

体
青
館
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
種
文
化
団
体
な
ど
か
ら
辺
部
門
の
参
加
が
あ
り
、
臼
頃
の
学
習
成
果
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
期
間
中
、
村
内
外
か
ら
お
お
ぜ
い
の
見
学
者
で
賑
わ
い

を
み
せ
、
玉
川
村
の
文
化
、
芸
術
を
肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。

体育館での菊花展

j
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日
月
お
、

M
日
に
就
業
改
善
セ
ン

タ
ー
で
聞
か
れ
ま
し
た
山
野
草
展
の

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
し
た
口

〔

一

般

の

部

一

(

敬

称

略

)

村

長

賞

奥

野

四

郎

会

長

賞

車

田

久

七

議

会

議

長

賞

石

井

実

教

育

長

賞

車

田

常

代

公

民

館

長

賞

有

賀

勝

民
友
新
聞
社
賞
溝
井
博
道

J
A
あ
ぶ
く
ま
泉
支
庖
長
賞

溝
井
良
仲

え
古
〈
風
警
一
る
秋

文
化
の
花
が
咲
〈

大作がずらりと並んだ絵画展
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J
A
あ
ぶ
く
ま
須
釜
支
庖
長
賞

佐
藤
ハ
ル
イ

特
別
賞
奥
野
四
郎

金

賞

該

当

者

な

し

銀
賞
長
倉
弘
子
、
双
里
ト
ク

銅
賞
村
越
正
臣
、
車
田
登
茂
、

佐
藤
忠
一
、
車
田
光
雄
、

石
井
ス
イ
子

努
力
賞
添
田
ナ
カ
、
佐
藤
シ
ゲ

〔
小
口
∞
盆
栽
の
部
〕

金

賞

溝

井

博

道

銀
賞
車
田
常
代
、
小
林
宏

一

銅
賞
長
倉
弘
子
、
奥
野
四
郎
、

佐
藤
忠

一
、
円
谷
和
子
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村のキャラクヲ-rクックちゃんJもモデルに

メ
イ
ン
会
場
と
な
っ
た
村
民
体
青
館
は
、
中

央
に
菊
花
が
展
示
さ
れ
、
意
色
や
紫
や
臼
の
大

輸
が
咲
き
乱
れ
、
訪
れ
た
人
の
巴
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

恒
例
の
小
、
中
掌
校
児
童
の
総
画
や
習
写
の

展
示
と
と
も
に
、
一
般
愛
沼
者
の
皆
さ
ん
の
書

道
、
総
画
、
写
真
、
切
り
総
な
ど
の
作
毘
群
は
、

年
々
、
技
術
的
に
も
高
度
な
作
昆
に
な
っ
て
お

り

「素
晴
ら
し
い
」
の
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

聞
こ
え
ま
し
た
。

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
会
場
で
は
、
五
関
ロ
ビ

ー
に
郷
土
史
研
究
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
ミ
二

資
料
館
」
が
開
設
さ
れ
、
琶
の
民
家
の
様
ウ
す
が

再
現
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
間
で
は
、
生

花
愛
沼
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
生
花
展
」
と
茶

道
愛
沼
会
に
よ
る
「
秋
の
茶
会
」
が
行
わ
れ
、

静
寂
の
中
で
の
日
本
の
美
を
表
現
し
て
い
ま
し

た。

幻想的でノスタルジックな切絵展

‘ 
E 

第
お
回
私
の
ア
イ
デ
ア
貯
金
箱
コ
ン
ク
ー
ル
(敬
称
略
)

画
郵
便
貯
金
振
興
会
長
員

大
木
由
希
子
(
須
袋
小
l
年
)

圃
郵
便
局
長
員

小
林
加
代
子
(
玉

一
小
1
年
)
・石
沢
結
梨
(
玉

一

小
6
年
)
・
鈴
木
大
介
(
川
辺
小

4
年
)
・
石
森
舞

(
須
釜
小
3
年
)
・
小
山
田
恵
子
(
須
釜
小
4
年
)

鈴
木
美
智
(
須
釜
小
4
年
)
・
大
野
亜
希
(
須
釜

小
5
年
)
・
鈴
木
潤
二
須
釜
小

5
年
)
・
石
森
達

也
(
須
釜
小
6
年
)

画
玉
川
村
教
青
長
賞

高
橋
友
美
(
川
辺
小
3
年
)
・
野
崎
夏
美
(川
辺
小

2
年
)
・
鈴
木
将
太
(
川
辺
小

3
年
)
・
車
田
惰
美

枝
(
玉
川
一
小
1
年
)
・
小
林
昭
範
(
玉
川
一
小
2

年
)
・
大
野
裕
(
須
釜
小
3
年
)
・
塩
津
麻
里
(
須

釜
小
5
年
)
・
塩
津
斉
(
須
釜
小

6
年
)
・
石
森

美
里
(
須
釜
小

2
年
)
・
塩
津
真
希
(
須
釜
小
6

年
)
・
八
木
智
恵
美
(
須
釜
小
6
年
)
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車
田
村
長
と
高
林
議
長
は
、
川
月

9
日
に
台

湾
大
地
震
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
国
際
友
怒

都
市
『
鹿
谷
郷
』
を
被
災
お
見
舞
い
の
た
め
訪

問
し
ま
し
た
。

車
田
村
長
は
、
陳
錫
梧
郷
長
仁
村
か
ら
の
義

援
金
と
村
内
の
幼
稚
園
と
小
、
中
掌
校
の
児
童

生
徒
が
作
っ
た
千
羽
鶴
を
手
渡
し
、
「
村
民
全

員
が
一
刻
も
は
や
い
復
旧
が
な
さ
れ
、
も
と
の

元
気
な
鹿
(
〈
己
郷
に
戻
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
伝
え
る
と
感
激
の
涙
を
浮
か
べ
て
い
ま

し
た
。

千羽鶴を陳郷長(右から3人邑)に贈る車田村長

車
田
村
長
、
高
林
議
長
と

事
務
局
職
員
の
一
行

3
名

は
、
日
月
8
日
の
夕
方
、
成

田
発
・
台
北
行
の
飛
行
機
で

台
湾
に
向
か
い
ま
し
た
。

翌
日
、
早
朝
に
台
北
市
を

出
発
し
て
鹿
谷
郷
に
入
り
ま

し
た
。
被
災
箇
所
は
、
重
機

で
取
り
壊
さ
れ
る
な
ど
、
着
々

と
復
旧
に
向
け
て
の
作
業
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
余
震

の
心
配
か
ら
当
分
の
間
は
テ

ン
ト
で
の
生
活
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
お
り
、
住
民
の
皆
き

ん
に
は
苦
憐
の
表
情
が
浮
か

ん
で
い
ま
し
た
。

鹿
谷
郷
の
公
所
(
役
場
)
も

被
災
に
よ
り
使
用
す
る
こ
と

が
出
来
な
い
た
め
、
鹿
谷
圏

民
小
学
校
の
校
舎
の
J

部
を

仮
公
所
と
し
て
事
務
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

陳
郷
長
、
黄
東
瀬
郷
民
代

表
曾
主
持
(
議
長
)
、
林
光
演

国
民
大
曾
代
表
な
ど
郷
幹
部

の
皆
さ
ん
に
車
田
村
長
、
高

林
議
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
お
見

舞
い
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
、

ま
た
、
玉
川
村
の
村
民
が
今

回
の
地
震
に
よ
る
鹿
谷
郷
の

被
災
状
況
を
大
変
心
配
し
、

一
日
も
早
い
復
旧
を
願
っ
て

義
援
金
活
動
を
行
っ
て
い
る

こ
と
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

陳
郷
長
は
、
「
玉
川
村
の

皆
さ
ん
の
ご
一
厚
意
に
対
し
ま

し
て
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
郷
民
が
力
を
合
わ
せ
て
、

復
興
に
向
け
て
頑
張
っ
て
参

り
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
様

に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
く
だ
さ

い
と
話
し
ま
し
た
。

陳郷長仁村からの義捷金を手渡す車田村長

義
援
金
を
寄
せ
ら
れ
た
皆
さ
ん

(
敬
務
総
)

(
宮
部
)

・
た
け
の
こ
会

-
ジ
ャ
コ
ラ
ン
ダ
ム
同

・
龍
谷
友
の
会

-
凍
頂
友
の
会

・
ユ
ー
カ
リ
会

・
川
谷
友
の
会

-
ニ
イ
ハ
オ
フ
ラ
イ
ト
会

・
明
山
会

-
オ
ー
ル
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ム
以

・
竹
輪
会

-
ふ
る
さ
と
四
年
会

・mm
鹿
詩
郷
訪
問
サ
ッ
カ
ー

交
流
参
加
者
一
同

-
玉
川
村
教
脊
委
員
一向

-
川
辺
小
学
校
教
職
員
一
一
郎

'
玉
川
第
一
小
学
校
職
員
一

J

り
・
玉
プ
小
学
校
J
R
C

-
須
釜
小
学
校

-
川
辺
小
学
校

・
泉
中
学
校
生
徒
会
・
教
職

員
一
河

-内水中学校
2
年
1
組

-
須
釜
小
学
校
生
徒
会
・
教

職員
・
玉
川
村
職
員
…
問

-
玉
川
村
農
業
改
良
推
進
員

・
玉
川
村
青
年
関
連
絡
協
議

会-玉
川
村
選
挙
管
理
委
員
会

・
玉
川
村
保
健
協
力
員
会

-
玉
川
村
農
業
委
員
会

・
玉
川
村
商
工
会
職
員
一
向

・
玉
川
村
尚
工
会
工
業
部
会

・
玉
川
村
商
工
会
青
年
部
・

婦人部

・
支
出
村
商
工
会
磯
悔
や
会

-
J
A
須
釜
文
忠
職
員
一
同

・J
A
女
性
部
須
祭
文
部

-
彊
釜
婦
人
会

'
泉
婦
人
会

-
埼
玉
県
玉
川
村
議
会

-
埼
玉
県
玉
川
村
区
長
会

-
埼
玉
県
玉
川
村
職
員
一
同

・
愛
媛
県
玉
川
町
議
会

-
愛
媛
県
五
川
町
職
員
一
同

'
玉
川
村
野
球
協
会

-
玉
川
村
職
良
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ・玉
川
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会-玉
川
村
家
庭
バ
レ
l
協会

・
中
国
語
問
好
会

-
劉
賀
川
信
金

玉
川
文
指
職
員
一
向

(
個
人
)

-
太
旧
竹
雄

・
坂
探
哲
男

-
吉
田
美
幸
(
平
田
村
)

-
佐
藤
勇
也
(
須
賀
川
市
)

・

凶

根

芥

-一説探馨之進

・
菊
池
繁
夫
(
東
村
)

・
小
林
宏
一

-
石
井
良
一

・
村
越
和
江

・
首
藤
信
勝

-
鈴
木
伊
祐
(
矢
吹
町
)

・
溝
井
利
一

-
大
木
ト
ミ
ヨ

・
秋
山
節
子

・
住
藤
シ
ゲ

・
円
谷
信
男

'
橋
本
義
晴

'
榊
校
陣
中
入

・
久
保
木
穂
雄

・
車
問
政
美

そ
の
他
に
、
役
場
本
庁
窓

口
及
び
須
祭
文
所
に
設
践
し

で
あ
る
募
金
箱
に
多
数
の
皆

様
方
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(
け
月
日
日
現
在
)

第
竹
田
ふ
く
し
ま
駅
伝
結
図
式

選
手
団
が
健
闘
を
をE

つ

第
什
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
〈
云
は
、
什
月
引
日
(
臼
)
午
前

8
時
に
白
河
総
合
運
動

公
園
を
ス
タ
ー
ト
し
、
ゴ
ー
ん
の
福
島
県
庁
ま
で
の
同
区
間
、

m
m
・
ア
畑
で
行
わ
れ
ま
す
。
大
〈
云
を
ま

え
に
玉
川
村
チ

i
ム
選
手
団
の
結
団
式
が
叩
月
泊
日
仁
村
民
体
賓
館
で
選
手
、
役
員
、
関
係
者
ら
が
出

席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
夏
場
か
ら
の
厳
し
い
練
習
を
通
し
て
調
整
を
し
て
き
た
選
手
、
役
員
の
皆
さ
ん

は
、
間
近
に
せ
ま
っ
た
本
大
会
に
向
け
て
健
闘
を
誓
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

選
手
団
結
図
式
は
、
午
後
7
時

か
ら
行
わ
れ
、
選
手
・
役
員
の
ほ

か
大
会
本
部
や
保
護
者
の
皆
さ
ん

が
出
席
し
ま
し
た
。

大
会
本
部
の
石
森
事
務
局
長

(
公
民
館
長
)
か
ら
選
手
、
役
員
の

皆
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
た
あ
と
、
団

旗
が
車
田
本
部
長
(
村
長
)
か
ら
村

選
手
団
の
溝
井
賢
‘
郎
監
督
に
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

車
田
本
部
長
は
、
あ
い
さ
つ
の

中
で
「
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
整
え
、

力
を
遺
憾
な
く
発
障
し
て
、
昨
年

以
上
の
記
録
を
出
す
よ
う
が
ん
ば

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

渡
透
助
次
郎
実
行
委
員
長
(
村

体
育
協
会
長
)
、
高
林
浅
男
村
議

会
議
長
、
小
原
嗣
男
教
育
委
員
会

委
員
長
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ

っ
と
激
励
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

激
励
の
こ
と
ば
を
受
け
て
、
溝

井
監
督
は
、
「
選
手
た
ち
は
、
こ

れ
ま
で
順
調
な
仕
上
が
り
で
き
て

い
ま
す
。
「
走
れ
、
勝
て
」
を
合

い一一一一口葉に

1
分
1
秒
を
大
切
に
走

っ
て
、
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
力
強

い
あ
い
さ
つ
を
述
べ
る
と
、
選
手

団
を
代
表
し
て
主
将
の
小
針
正
光

さ
ん
(
北
須
釜
)
が
決
志
表
明
を
行

い
ま
し
た
。

今
年
の
本
村
チ

l
ム
は
、
中
、

高
校
生
を
中
心
に
初
出
場
の
選
手

が
多
く
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
顔
ぶ
れ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
会
本
部
で

は
村
民
の
皆
さ
ん
の
沿
道
か
ら
の

応
援
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま

す。

役
員
・
選
手
は
次
の
と
お
り
で

す

。

(

散

称

略

)

(
役
員
)

監
督
溝
井
賢
一
郎
(
会
社
役
員
)

コ
ー
チ
中
村
清
文
(
安
中
教
諭
)

ク
江
本
城
幸
(
ス
ポ
ー
ツ
派
遣
主
主

タ
山
首
谷
唯
義
(
東
京
精
工
)

。
北
村
暢
浩
(
泉
中
教
諭
)

小
針
一
志
(
日
本
精
工
)

マ
ネ

l

一三
I

石
井
春
美
(
玉
川
村
役
場
)

タ
石
井
久
美
子
(
タ
)

タ

栢

楽

知

恵

(

今

)

(
選
手
)

ー
区
塩
田
亜
由
美
(
須
釜
中
)

2
区
大
竹
邦
光
(
川
市
石
川
高
)

3
区
境
田
康
雄
(
須
釜
中
)

4
区
鈴
木
悟
(
日
大
東
北
古
川
)

5
区
溝
井
英
樹
(
学
石
川
高
)

6
区
小
針
正
光
(
東
京
精
工
)

10 9 8 7 
区区区区

15 14 13 12 11 
区区区区区
控
選
手

// 。ク// ペシ4・ク

j度鈴曲持[11
部木山枝

宏
孝
(
須
奈
叩
)

和
樹
(
泉
中
)

(泉中

美
弘
(
県
消
防
防
災
航
空

C
)

深
谷
鈴

木

香

束

中

)

真
野
日
雄
治
(
空
白
川
高
)

小
山
田
佐
織
(
須
釜
中
)

岡
井
康
博
(
帝
京
安
売
品
)

佐
久
間
優
子
(
猿
筆
中
)

矢
吹
澄
江
(
泉
中
)

石

井

健 十口…ん(学石川高)

(
須
谷
中
)

鈴矢柏
木吹楽

潤
(
須
奈
川
↑
)

昭
人
(
須
釜
中
)

道
裕
(
泉
中
)

直
樹
(
泉
中
)

健
太
(
泉
中
)

湯
沢

4 

選手、役員が勢揃い

5 
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角田さん(嘉)優勝

広報たまかわ

林さん(高齢、
林奈穂ミ子さん
(須釜中)

角田 瞳さん
(泉中)

蘇
れ
、

吉田・車田組がV卓球(切)で、

中
学
校
体
育
連
盟
石
川
支
部
新
人

総
合
体
育
大
会
は
、
9
月
お
日
に
石

川
町
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

女
子
剣
道
の
個
人
戦
で
須
釜
中
学

校
2
年
の
林
奈
穂
子
さ
ん
(
南
須
釜
)

は
、
昨
年
の
同
新
人
大
会
に
続
い
て

の
連
続
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

ま
た
、
泉
中
学
校
2
年
の
角
田
障

さ
ん
(
中
)
が
女
子
柔
道
個
人
戦
で
、

同
校
2
年
の
吉
田
正
明
君
(
中
)と
車

田
純

一
君
(
小
高
)
が
男
子
卓
球
ダ
ブ

ル
ス
で
見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
の
主
な
成
績
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

(
剣
道
)

(
女
害
)

-
個
人
優
勝
林
奈
穂
子
(
須
中
)

・
団
体
3
位
泉
中
学
校

(
男
ヱ
J

)

・
個
人
2
位
佐
藤
友
哉
(
泉
中
)

・
団
体
3
位
泉
中
学
校

(
柔
道
)
(
女
ヱ
J

)

-
個
人
(
必
b
J紋
)

優
勝
角
田
臆
(
泉
中
)

・
個
人
(
弘
同
級
)

3
位
山
崎
か
お
る
(
泉
中
)

・
団
体
2
位
泉
中
学
校

(
男
子
)

-
側
人

(ω
同
級
)

3
位

二
瓶
真
光
(
泉
中
)

・
個
人
(
侃
勾
級
)

3
位
矢
吹
敏
幸
(
泉
中
)

男菩卓球タフルスで優勝した
吉田正明君(左)と車田純一君

こ
ぶ
し
の
花
咲
く

国

木

一，
O
O
O

-
個
人
(
小
山
岡
級
)

2
位
梅
津
信
親
(
泉
中
)

・
個
人
(
m
w

見
超
級
)

2
位
奥
野
広
詩
(
泉
中
)

・
間
体
4
位

泉

中

学
校

(
卓
球
)

(
男
菩
)

・
ダ
ブ
ル
ス

優
勝
吉
田
正
明
・
車
田
純
一
組

(
泉
中
)

-
団
体
2
位

泉
中
学
校

-
団
体
3
位

(
女
菩
)

-
ダ
ブ
ル
ス

2
位
小
林
そ
の
美
・
佐
久
間
聖
子

組
(
泉
中
)

3
位
矢
吹
礼
子
・
関
根
瞳
組
(
須

釜
中
)

-
団
体
3
位
泉
中
学
校

(
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
)

-
2
位
泉
中
学
校

須
釜
中
学
校

(
以
上
敬
称
略
)

斎
藤
君
(
男
子
す
と
大
会
新
で
優
勝

関
根
さ
ん
(
女
子
す
と
も
優
勝

石
川
郡
内
の
小
学
生
陸
上
競
技
の
祭
典
第
ゆ
白
石
川
地
区
小
体
連
陸
上

競
技
大
会
は
、
川
月

O
日
に
鏡
石
町
の
鳥
男
山
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
男
ヱ

Jmメ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル
で
斉
藤
久
矢
君
(
玉
一
小
6
年
)
が
ロ

秒
犯
の
大
会
新
記
録
で
堂
々
の
優
勝
を
か
ざ
り
、
女
っ
す
初
メ
ー
ト
ル
ハ
ー

ド
ル
で
も
関
根
さ
ゆ
り
さ
ん
(
玉
一
小

6
年
)
が
優
勝
し
ま
し
た
。

そ
ば
と
ト
ン
汁
を

振
る
舞
う

吋
:
:

あ
ぶ
く
ま
高
原
昔
そ
ば
の
会
と

…
人

権

擁

護

委

員

に

石

井

さ

ん

と

大

木

さ

ん

村
商
工
会
婦
人
部
の
皆
き
ん
に
よ

…

叩

月

1
日
か
ら

3
年
間

そ
ば
と
ト
ン
汁
が
参
加
者
に
振

@

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
佐
藤
知
事
か

い

ら
も
「
た
い
へ
ん
美
味
し
い
で
す
」

・

と
の
お
褒
め
の
こ
と
ば
を
い
た
だ

い

き
ま
し
た
。

一

ま
た
、
参
加
者
全
員
に
こ
ぶ
し

e

の
花
と
飛
行
機
が
描
か
れ
た
絵
馬

…

が
記
念
品
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

い

れ
ま
し
た
。

ー-80 ~主子会長
ト三!!績
)1ノは

/|¥洛

ド正
ルお
り
で
す;

斎藤久矢君
(玉一IJ¥)

岩
法
寺
山

本

を

植

樹

引
世
紀
へ
大
き
な
か
け
橋

岩
法
寺
山
に
こ
ぶ
し
の
花
↑
往
復
元
さ
せ
る
こ
と
を
白
的
と
し
た

「蘇
れ

こ
ぶ
し
の
里
植
樹
祭
」
は
、
什
月

7
日
(
巴
)
に
岩
沼
寺
多
目
的
広
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
植
樹
祭
は
、
は
ば
た
け
引
夢
飛
行
(
大
八
木
健
治
会
長
)

が
福
島
県
の
「
地
域
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
の
補
闘
を
受
け
て
行
わ
れ
、

村
民
約

5
0
0
名
が
参
加
し
て
多
目
的
広
場
周
辺
や
岩
法
寺
山
の
西
側
林

道
沿
い
に
こ
ぶ
し
の
苗
木
1
，

0
0
0
本
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

山
石
法
寺
山
は
、
別
名

「白
華
山
」

と
い
わ
れ
、
春
の
訪
れ
を
告
げ
る

白
い
こ
ぶ
し
の
花
が
咲
き
乱
れ
、

美
し
い
山
と
し
て
地
元
民
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

福
島
空
港
建
設
に
よ
り
こ
ぶ
し

平成11年11月広報たまかわ

の
木
が
伐
採
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

今
回
、
泉
中
学
校
旧

P
T
A
の
皆

さ
ん
で
組
織
す
る
「
は
ば
た
け
幻

夢
飛
行
』
が
中
心
と
な
っ
て
植
樹

祭
が
実
現
し
ま
し
た
。

午
前
9
時
か
ら
式
典
が
行
わ
れ
、

主
催
者
を
代
表
し
て
大
八
木
健
治

会
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
佐
藤

栄
佐
久
県
知
事
と
車
問
次
夫
村
長

か
ら
お
祝
い
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

式
典
会
場
の
正
面
に
佐
藤
知
事

と
村
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の

代
表
の
皆
さ
ん
が
記
念
植
樹
を
し

て
式
典
は
終
わ
り
ま
し
た
。
式
典

終
了
後
に
参
加
者
全
員
が

5
箇
所

の
植
樹
区
に
分
散
し
て
、
こ
ぶ
し

の
苗
木
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

式
市
こ
の
た
び
、
人
権
擁
護
委
員
に
石
井
賓
さ
ん
(
小

呂
田
円

高
)
と
大
木
古
邦
さ
ん
(
南
須
釜
)
が
再
任
さ
れ
、
法

井
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

石
任
期
は
、
日
月
1
日
か
ら
3
年
間
と
な
り
、
皆
き

ん
か
ら
の
困
り
ご
と
、
も
め
ご
と
、
悩
み
ご
と
な
ど

の
相
談
窓
口
と
な
り
ま
す
。

相
談
は
、
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

(
村
住
民
課
)

5 3 f憂
位位勝

斉
藤
久
矢
(
玉

一
小
)

図
井
太
輔
(
玉

一
小
)

島
田
秀
昭
(
須
釜
小
)

-
1
0
0メ
ー
ト
ル

(
5
年
)

6
位

吉

田

(
玉
一
小
)

置
走
り
幅
跳
び

関根さゆりさん
(玉一小)

農業集落排水事業

竜崎地区の処理施設が完工

大木吉邦さん

6 

透

7

位

添

田

学

(

玉

置
岨
走
り
高
跳
び

6
位
鈴
木
雅
一
(
川
辺
小
)

7
位
榊
枝
裕
紀
(
須
釜
小
)

-
4
0
0
メ
ー
ト
ル
リ
レ
i

ベ
ス
ト

5
位

玉
川

一
小
(
添
田
学
・
斉

藤
久
矢
・
須
藤
光
輝
・
仁
井
田
敏

英
・
園
井
太
輔
)

6
位
須
釜
小
(
島
田
秀
昭
・
大
野

正
博
・
大
槻
亮
平
・
増
子
享
・
小

山
田
高
志
・
榊
枝
裕
紀
)

圃
4
0
0
メ
ー
ト
ル
リ
レ

1
5年

7

位

玉

川

一
小
(
鈴
木
慎
也
・
吉

田
透
・
添
田
雄
剛
・
真
弓
英
之
・
車

問
孝
太
・

一二
輪
裕
一
郎
)

(
女
予
の
部
)

画
的
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル

優
勝
関
根
さ
ゆ
り
(
玉

一
小
)

6
位
鈴
木
亜
希
(
玉
一
小
)

-
1
0
0メ
ー
ト
ル
6
年

4
位
湯
津
美
香
(
玉
一
小
)

圃
走
り
幅
跳
び

2
位
車
田
理
絵
(
玉

一
小
)

直
走
り
高
跳
び

8
位
野
口
友
香
(
須
釜
小
)

極
ボ
i
ル
投
げ

3
位
野
崎
静
香
(
川
辺
小
)

-
4
0
0
メ
ー
ト
ル
リ
レ
i
ベ
ス
ト

2
位

玉

川

一
小
(
関
根
さ
ゆ
り
・

湯
津
美
香
・
車
田
美
幸

・
溝
井
良

枝
・
関
根
麻
八
)

(
以
上
敬
称
略
)

生
活
環
境
整
備
の

一
環
と
し
て
村
が

進
め
て
い
る
農
業
集
落
排
水
事
業
は
、

川
辺
地
区
に
つ
づ
い
て
現
准
、
竜
崎
・

山
石
法
寺
地
区
で
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま

す口
竜
崎
字
神
ノ
前
地
内
に
建
設
さ
れ
て

い
た
農
業
集
落
排
水
の
処
理
施
設
が
こ

の
ほ
ど
完
成
し
、
日
月
1
日
に
現
地
に

お
い
て
通
水
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
村
か
ら
車
旧
村
長
と
三
役、

議
会
か
ら
は
高
林
議
長
は
じ
め
議
会
議

員
の
皆
さ
ん
が
出
席
し
ま
し
た
。
各
関

係
機
関
の
代
表
者
に
よ
る
テ
l
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
車
田
村
長
が
ポ

ン
プ
始
動
ボ
タ
ン
を
押
し
て
、
処
理
施

設
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
竜
崎
・
岩
法
寺
地
区

の
一
部
が
集
落
排
水
の
供
用
開
始
と
な

り
ま
し
た
。

7 
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飛
行
機
に
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル
発
生

空

港

で

消

火

救

難

訓

練

「
羽
田
空
港
発
一
福
島
空
港
行
き

の
フ
ェ
リ
ー
使
B
7
6
7
型
機
が

着
陸
直
後
に
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル

を
お
こ
し
て
火
災
発
生
。
乗
員
2

1
3名
が
火
傷
を
負
う
重
症
で
あ

。、~夏

針まま
さ轟つ

会は 2
3 酪

琴、展
受
賞

夏
祭
り
実
行
委
員
会
主
催
に
よ

る
第
日
田
夏
祭
り
図
面
コ
ン
ク
ー

ル
の
審
査
会
が
村
商
工
会
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。
小
学
校
教
諭
4
名

が
審
査
員
を
務
め
、
村
内
各
小
学

校
か
ら
の
作
品
総
数
一
七

O
点
の

中
か
ら
、
玉
川
第
一
小
学
校
6
年

の
小
針
良
恵
さ
ん
(
小
高
)
、
川
辺

小
学
校
4
年
の
鈴
木
大
介
君
(
川

辺
)
、
須
釜
小
学
校
4
年
の
須
田

仁
幸
君
(
南
須
釜
)
の
3
名
が
金
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
c

ま
た
、
小
針
さ
ん
の
作
品
は
、

来
年
の
夏
祭
り
の
ポ
ス
タ
ー
に
採

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 本語さながらの訓練のようす

る
」
と
の
仮
想
設
定
の
も
と
、
福

島
空
港
で
の
消
火
救
難
訓
練
が

空
港
内
の
滑
走
路
等
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

訓
練
に
は
、
消
防
、
警
察
、

医
師
会
、
空
港
関
係
機
関
、
地

元
自
治
体
な
ど
が
参
加
し
て
、

消
火
と
負
傷
者
の
救
出
、
搬
送

な
ど
に
実
践
さ
な
が
ら
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

村
か
ら
は
、
消
防
団
竜
崎
分

団
と
南
須
釜
分
団
の
団
員
が
消

防
車
で
駆
け
つ
け
、
消
火
訓
練

に
参
加
し
ま
し
た
。

危
な
い
と
思
っ
た
ら

市
喬
の
家
」

村
青
少
年
育
成
村
氏
会
議
で

は
「
声
か
け
事
案
」
な
ど
か
ら
子

供
た
ち
を
守
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
「
子
ど
も
か
け
こ
み
1
1
0

番
の
家
」
を
設
置
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

「
子
ど
も
か
け
こ
み
1
1
0

番
」
は
、
登
下
校
の
子
ど
も
た

ち
が
不
審
者
に
声
を
掛
け
ら
れ

た
と
き
の
避
難
所
に
な
り
、
商

平成11年11月広報たまかわ

東京精工株式会社(柏木典雄社長)から図書券

10万円分力汚すに寄贈されました。

再社の皆川業務部長が村長室を訪れて車田村長に贈

りました。

同社では、平成2年の社艶立20毘年の際、村内
の小中挙校に『東京橋工文庫Jを設立しました。以
来、毎年、村に鴎書券の寄附をしてき言年で10回目

となりました。

村では、教青委員会を通して各学校の文麗の充実

に役立てることにしました。

ポ
ー
ト
ピ
ア
玉
川
で
は
、
オ
ー

プ
ン
一
周
年
を
記
念
し
て
『
フ
エ

ス
タ
'mw
」
を
村
、
村
商
工
会
、
こ

ぶ
し
の
里
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
後
援

で
開
き
ま
し
た
り

場
外
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ウ

都
々
古
別
神
社
秋
の
祭
礼

平
鍬
踊
り
を
奉
納

南
須
釜
の
都
々
古
別
神
社
の
秋

の
祭
礼
で
「
平
鍬
踊
り
」
や
吋
一
一
一
匹
獅

子
舞
い
」
が
奉
納
さ
れ
、
多
く
の

見
物
客
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

豊
作
の
年
に
行
わ
れ
る
行
事
と

あ
っ
て
、
秋
の
澄
み
切
っ
た
空
の

も
と
、
都
々
古
別
神
社
境
内
は
、

踊
り
を
一
日
見
ょ
う
と
い
う
見
物

客
で
埋
め
つ
く
さ
れ
ま
し
た
。

「
西
郷
渡
」
「
南
宿
」
「
山
小
屋
」

の
そ
れ
ぞ
れ
の
芸
能
保
存
会
に
よ

庖
な
ど
の
事
業
所
2
2
0
カ

所
と
村
内
の
世
帯
に
設
置
す

る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、
「
1
1
0
番
の
家
」
の
門

や
玄
関
に
は
、
ス
テ
ッ
カ
ー
を

貼
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

東京精工から

図書券が贈呈

ル
ト
ラ
マ
ン
ゼ
ア
ス
や
大
道
芸
な

ど
の
シ
ョ
ー
が
、
ま
た
、
場
内
で

は
映
画
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

村
商
工
会
に
よ
る
試
食
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
サ
ン
マ
の
炭
火
焼
き
や

村
産
米
に
よ
る
お
に
ぎ
り
な
ど
に

長
い
列
が
出
来
ま
し
た
。
村
産
「
野

菜
車
販
売
会
』
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

米
や
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
な
ど
新

鮮
な
野
菜
を
買
い
求
め
る
人
で
終

日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

る
平
鍬
蹄
り
と
三
匹
獅
子
舞

い
が
行
わ
れ
る
と
周
り
の
観

衆
か
ら
カ
メ
ラ
の
フ
ラ
ッ
シ

ュ
が
焚
か
れ
る
な
ど
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
祭
礼
行
事
を

楽
し
み
ま
し
た
。

数
え
唄
は
統
計
書

大
正
時
代
を
し
の
ぶ

大
雷
神
社
(
小
高
)
の
岩
谷

浩
光
さ
ん
の
亡
父
力
雄
さ
ん
が
所

蔵
し
て
い
た
偲
謡
千
百
「
櫓
太
鼓

第
一
一
一
版
」
(
福
島
際
教
育
主
任
作

山
美
八
氏
編
集
)
に
旧
泉
村
の
数

え
唄
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
を
こ

の
ほ
ど
岩
谷
さ
ん
が
見
つ
け
ま
し

た
。
こ
の
本
は
、
大
正
日
年
4
月

初
日
に
発
行
さ
れ
た
も
の
で
、
福

島
県
内
各
地
の
数
え
唄
な
ど
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
c

旧
泉
村
の
数
え
唄
は
、
作
者
が

故
小
針
千
志
雄
さ
ん
(
中
)
で
、

8 

婦人会の皆さんによる激励会

ふ
く
し
ま
駅
伝

選
手
団
を
激
闘

泉
婦
人
会
(
熊
田
久
実
子
会

長
)
と
須
釜
婦
人
会
(
関
根
ミ
エ

子
会
長
)
は
、
日
月
幻
日
に
行
わ

れ
る
『
ふ
く
し
ま
駅
伝
』
の
本

村
選
手
団
を
招
い
て
の
激
励
会

を
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
日
本
間

で
開
き
ま
し
た
。

両
婦
人
会
長
か
ら
選
手
、
役

員
の
皆
さ
ん
に
激
励
の
こ
と
ば

の
あ
と
本
部
長
で
あ
る
車
田
村

長
か
ら
お
礼
の
あ
い
さ
つ
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
婦
人
会
会
員

の
皆
さ
ん
手
作
り
の
科
理
が
選

手
、
役
員
の
皆
さ
ん
に
振
る
舞

わ
れ
ま
し
た
c

ま
た
、
こ
の
激

励
会
は
、
文
化
祭
の
婦
人
会
バ

ザ
ー
の
益
金
で
行
わ
れ
ま
し
た
c

一
っ
と
や
、
人
数
回
千
と

五
百
人
、
女
は
七
十
人
数
多

し
」
や
「
五
っ
と
や
、
稲
作

三
百
六
十
町
余
五
千
と
四
百

石
と
れ
ま
す
る
」
の
よ
う
に

一
か
ら
十
番
ま
で
の
歌
詞
に

は
、
村
の
人
口
や
葉
た
ば

こ
・
稲
作
・
養
蚕
な
ど
農
産

物
の
収
穫
量
が
載
っ
て
お

り
、
現
在
の
統
計
輩
出
の
よ
う

な
内
容
で
当
時
の
状
況
が
し

の
ば
れ
ま
す
。

ま
た
、
「
ど
う
だ
皆
様
帰

ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
。
あ
す
の

朝
革
運
く
な
る
に
小
針
千
志

雄
作
)
や
、
「
お
前
よ
く
よ
く

山
田
の
案
山
子
、
か
か
る
子

も
な
い
親
も
な
い
」
(
故
須
藤

美
喜
雄
作
・
小
高
)
な
ど
の

唄
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
c

慢謡二子首f櫓太鼓第三版jと岩谷さん(円内)
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tgeo 
第16田
村民卓球大会

参加者募集

第
M
W
期

自
衛
隊
生
徒
募
集

-Z受付
機
関
平
成
日
年
日
月
4

日
か
ら
平
成
ロ
年
1
月
4
日
ま
で

唖
採
用
予
定
数

-
陸
上
自
衛
隊
生
徒
約
制
名

・
会
場
自
衛
隊
生
徒
約

ω名

・
航
空
自
衛
隊
生
徒
約
印
名

-E応募
資
格
日
本
国
籍
を
有

し
、
平
成
ロ
年
4
月
1
臼
現
在
、

日
歳
以
上
げ
歳
未
満
の
男
子
で
中

学
卒
業
者

画

試

験

①
第
1
次
試
験

・
試
験
日

1
平
成
ロ
年
1
月
5
臼

・
試
験
場
1
受
付
時
に
お
し
ら
せ

・
試
験
科
白

1
国
語
、
社
会
、
数

字
、
理
科
、
英
語
、
作
文

②
第
2
次
試
験

第
1
次
試
験
合
格
者
に
つ
い
て

口
述
試
験
と
身
体
及
び
適
正
検
査

を
行
う

瞳
受
験
手
続

福
島
甫
南
町
総

自
衛
隊
福
島
連
絡
部

(

0

2

4
1
5
2
6
i
1
9
2
0
)
へ
志

願
書
類
の
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

肩

入

隊

合
格
者
は
、
採
用
予
定
者
と
し

て
、
次
の
学
校
に
入
隊
し
ま
す
0

・
陸
上
自
衛
隊
少
年
工
科
学
校

(
神
奈
川
県
)

-
海
上
自
衛
隊
第

1
術
科
学
校

(
広
島
県
)

-
航
空
自
衛
隊
航
空
教
育
隊
(
埼

玉
県
)

こぶしの里樟樹祭より~

玉川主義球クラブ(塩津正勝会長)主催の卓球大

会を次の要領により開催します。皆さん、ふるって

参加してください。

ー日 時 12月12日(臼)午前9時開始

師匠集合時間 玉川勤労者体青センター(南須釜)

瞳穣 目・小掌生の部~シングルスのみ

・中学生、一殻の部~シングルス

及び夕、プルス

村内に居住している方、又は村内に勤

務している方。

12月3己(笠)までにクラブ会長(n

57-3907)又は村公民館へ

寄付ありがとうございます

下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただきましたc

く櫛礼申し上げます。

軍参加資格

~参加申込

fパソコンネット郡山j会員募集!

~地域情報を提供している

f市民ネットjです~
当ネットl手、誰でもが気軽に参加できる地域密麓型の
「市民ネットjです。最近、流行している f竜芸メールJ
のアドレスも無料で交付か受けられます。

インターネットを始める前の「入門編jとしても向いて

10 

います。

※ホームページを見ることは出来ません。

(特徴)①入会金・利用料は無料(通信料は各自負担)

②ブラウザからもアクセスが司能

③イベン卜-パソコシ研修会及び広報誌情報が得られま

す。④ハ口一つ一つ郡山の「遊間求人情報jが得られます。

(問い合わせ)

〒963-0101 郡山市安積IBJ8出山守北千保19-8
福島県産業交流会館3F

郡山地域二ユーメディアコミュニティ協議会

n024-947-4400 FAX024-947-4475 
ξmail info@nm.net6.or.jp 

什
月
は
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
で
す

腐
気
や
け
が
で
障
害
者
に
な
っ
た
・
:

そ
ん
な
と
き
、
障
害

障
害
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
る
関
に
病
気
や
け

が
で
障
害
に
な
っ
た
と
き
(
過
去

に
被
保
険
者
で
あ
っ
た
人
が
日
本

に
住
ん
で
い
る
問
、
障
害
者
に
な

の
程
度

一
{
疋
の

っ
た
と
き
を
合
む
)

が
2
級
の
状
態
に
あ
り
、

保
険
料
、
納
付
要
件
を
満
た
し
て

い
る
と
き
支
給
さ
れ
ま
す
。

加
歳
前
(
国
民
年
金
に
加
入
す

(村社会福祉協議会)

お誕生おめでとうございます i
(10月間出分)

保護者名

栄作

顕可

修

晴彦

範文

暴

礎

年

金

る
前
)
の
病
気
や
け
が
で
障
害
者

に
な
っ
た
場
合
も
、
障
害
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、

村
住

民
課
由
民
年
金
係
ま
で
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、

公訓

正美

浩美

和子

満

達也

和芳

(10月届出分)

年齢世帯主名

83 政吉

ヨ
ゃ
也
!
司
歯
中
山
時
さ
生
な
奈
乙
夢
み
未
5

希
か
花
ヵ
香
比
大

一
円
貴
い
竜
一
一
幸
れ
雅
U

佑
川
俊
と
叶
ま
真
由
一
約
一
一
山

自

竹

藤

林

本

田

吹

出

田

田

藤

野

釜

出

大

須

永

鈴

添

矢

吉

須

太

佐

草

須

。J
L
}一江口

地区

)11 ;I立

中

-北須釜の塩i畢政吉さん
・中の増子政夫さん

村のようす
(11年11月1日現存)

..E保

呆

[IJ団団団の健康ごよみ

糖尿病予問教室(午後1時30分'"")・保
三覆混合予防接種・..........・・・・保

午後1時 受

10日(金) 1歳6力月児検診・・・・・・・・・・・・・・・傑
午後1時~ 浸

3、4力月兜健診・・・・・・・・・・・・・・・保
午後 1B寺30分~
股関簡脱臼検診・・

午後1時30分'""2時
15日(水)三種混合予防接語・・・

午後1時

16日(木)機能訓練・・
午前10時~
糖尿病予防教室(午後1時30分'"")・保
すくすくクラブ・..........・・・・・・保

午前10時~

•.•.••••. .・・・・保

-・(采

1歳児相談会・・・

午後18寺30分~
24B(水)機能訓練・・・

午前10時~
25B(木)糖尿病予関教室(午後3時'"")・

圃12月
8B(水)
9B(木)

一須

1，801戸(十3)

7，616人(十8)

3，754人(+5) 

-
阻

M
M
畠

va

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集

17日(金)
21日(火)

保:保健センター 須

E保:石川町保健センター

朝
焼
け
は
窓

回
診
に
つ
ど
現
れ
し
捜
ピ
瓜
ニ
つ
の
ナ

i
ス
何
も
の
が
た
る

死亡者氏名
塩津ツナ

寺

。
法
。
岩

地区

北須釜

南須釜

釜

。

須

古

レし
j
l叶

3，862人(+3)

{
納
期
限
は
打
開
目
白
(
木
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
】

今

月

の

納

税

村

県

民

税

富
民
健
康
保
験
税

国
民
年
金
保
険
料

第

3
期

第

5
期

什
円
分

村

公

民

館

諏
訪
イ
セ
子

野
の
花
の

を
も
染
め
て
彩
ガ
ラ
ス
鏡
ど
な
せ
ば
わ
れ
も
力
ラ

i
に

吉
田

沙
代

生十

4支え
よL

里

輪
そ
っ
ピ
手
折
リ
来
て
わ
が
暫
く
の
孤
独
を
癒
す

み
ち
の
く
に

小
和
清
水
都
で
式
部
飲
み
わ
け
し
感
性
の
鋭
さ
歌
だ
け
で
な
し

進
井
は
な
よ

真
弓

は
ん

和
泉
式
部
の
名
市
}
そ
あ
れ
残
れ
る
歌
に
影
を
偲
は
ん

ろ
も
照
ら
す
七
夕
の
恒
例
の
花
火
石
川
の
里

空
を
染
め

秋
立
て
ば
桔

曲
山
き
く
み

授
の
花
の
待
た
る
な
っ
化
知
リ
て
か
墓
前
を
満
た
す

川
崎
美
智
子

1 1 



私
の

富士宮市ふ

る
さ
と

発行/福島県石川郡玉川村大字小高字'*'1畷9 玉)11村役場 n(0247)57 -3101 編集/総務課印刷/~有)円谷印刷(毎月 15 日発行)

シリーズ

丈今日の食卓⑩

今月のお題は

「骨を丈夫にするためにはj

ー
静
岡
県
富
士
宮
市

l

阿
部
裕
与
さ
ん
(
高
須
釜
)

富
士
山
と
い
え
ば
、
み

な
さ
ま
は
何
を
思
わ
れ
る

で
し
ょ
う
か
。

太
古
よ
り
日
本
人
の
心
の

ふ
る
さ
と
で
あ
る
富
士
山
は
、
頂
上

を
含
め
て
そ
の
1
/
4
が
、
富
士
宮

市
の

一
部
で
あ
り
、
富
士
宮
の
人
々

は
生
ま
れ
た
時
か
ら
、
こ
の
気
高
く

て
美
し
い
富
士
山
に
見
守
ら
れ
て
育

っ
て
い
き
ま
す
。

「
お
せ
ん
げ
ん
さ
ん
」
と
親
し
み
を

こ
め
て
呼
ば
れ
る
浅
間
大
社
は
、

全

国
に
一

三
O
O
余
社
あ
る
浅
間
神
社

の
総
本
宮
で
す
。
お
客
参
り
か
ら
毎

年
の
初
詣
で
ま
で
人
生
の
節
目
に
は
、

こ
こ
に
参
拝
す
る
こ
と
が
習
わ
し
の

食生活改善推進員ょっぱの会では、I骨組霜症予防のための
牛乳乳製自利用料理jを各地区いきいき教室(11月~平成12
年3月開催予定)で伝達します。チラシを回覧しますので是非
おいで下さい。
今月は、その一昂を紹介します。カルシウムいっぱいの素材
を使っておいしくできます。是非、今晩作ってみてください。

1人分エネルギー量251Kcal

-ベーコン(スライス)1/2
・小麦粉大さじ 1
・バター大さじ2
・スライスチーズ 2校
・トマトケチャツブ大さじ2
・サ二一レタス(レタス)2枚
・トマト大11自

『スキム豆腐のこ色焼きJ
一材料(4人分)ー
・じゃ力tいも 2個
・ピーマン 2個
・塩、こしょう少々
・木綿豆腐 200g 
・スキムミルク 50g 
・コンソメ lJ¥さじ1/2
・枝豆(豆のみ) 30g 

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
来
光
を
仰
ぐ
富
士
登
山
は、

国
内
外
を
問
わ
ず
人
気
で
す
が
、

富
士
宮
は
、
表
富
士
登
山
口
と
し

て
人
々
を
媛
か
く
迎
え
て
き
ま
し

た
。(
と
こ
ろ
で
富
士
宮
の
人
は
あ

ま
り
富
士
登
山
を
し
な
い
よ
う
で

す
。「
い
つ
で
も
登
れ
る
か
ら
」
と
い

う
の
が
そ
の
理
由
の
よ
う
で
す
が
)

白
糸
の
滝
も
有
名
で
す
。
富
士

山
の
雪
解
け
水
が
、
溶
岩
盤
か
ら

漆
出
し
、
千
条
の
滝
と
な
っ
て
清

測
な
し
ぶ
き
を
上
げ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
味
、
ゆ
で
落
花
生

と
桜
エ
ピ
も
ご
紹
介
し
て
お
き
た

い
逸
品
で
す
。
塩
ゆ
で
に
し
た
落

花
生
は
、
他
で
は
お
目
に
か
か
れ

な
い
美
味
。
桜
エ
ピ
の
か
き
揚
げ

に
至
っ
て
は
・
:
ご
賞
味
あ
れ
。

一作り方
①じゃがいもは、洗って度のまま茄でる。
②①のじゃがいもは、半分に切り、スプーンで中身をくり抜
いて力ツプ状にする。
③木綿豆腐は、布巾でよく切り、②でくり抜いたじゃがいも、
スキムミルク、塩、こしょう、コンソメを加え、よく混ぜて
半分に分け、それぞれボールに取る。
④・じゃがいもの力ツプー③に茄でてうす皮をむいた枝豆

を加え、力ツブにつめる。
・ピーマンの力ツブ一③にみじん切りのベーコンを加え

力ツプにつめる。
⑤小麦粉をまぶし、よく熱してフライパンにバターをおとし
て④を色よく焼いて、スライスチーズを載せ、とろけるま
で焼いてレタスとトマトをもった血に盛りトマトケチャ
ツプを添える。

と

一
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唱
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二

股

我

岡

田

ω

こ

制

輪

，b'

ヰ
Z
I
-
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、b

」コハ

化

東

三

秋
深
ま
り
紅
葉
の
季
節
、
朝
晩

の
冷
え
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
こ
の

頃
、
玉
川
村
、
東
京
玉
川
会
の
皆

様
お
元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。
今
年
は
、
特
に
夏
の

暑
さ
が
厳
し
く
、
十
月
に
入
っ
て

も
夏
日
が
何
日
か
続
き
ま
し
た
。

私
は
、
小
高
出
身
で
す
。
東
京

暮
ら
し
が
長
く
四
十
数
年
と
な
り

今
年
は
還
暦
を
迎
え
る
歳
と
な
り

ま
し
た
。
田
舎
の
思
い
出
と
一一
一
日
う

よ
り
も
東
京
の
印
象
の
方
が
強
く

な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、

歳
を
取
る
に
し
た
が
い
、
回
全
口
へ

帰
る
回
数
が
増
え
て
い
ま
す
。

子
供
の
頃
は
、
雨
が
降
る
と
ど

ろ
ん
こ
道
、
晴
れ
る
と
砂
ぼ
こ
り
、

夏
は
阿
武
限
川
や
池
で
の
水
遊

び
、
冬
は
下
駄
に
釘
を
打
ち
、
レ

ー
ル
を
曲
げ
た
下
駄
ス
ケ
ー
ト
を

池
や
田
ん
ぼ
の
氷
の
上
で
遊
ん
だ

こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
今
考

え
る
と
昔
の
方
が
工
夫
し
た
子
供

fふるさとは時代の流れ』

後ムチ球@ヱ年少るい
す
て
で
し
私
導

が

指

央
が
中

ー‘‘ベバ
M
M叶
d

u刑
官
官
ツ

ら
し
い
遊
び
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
今
で
は
、
東
京
か
ら
田
舎
ま

で
車
で

3
時
間
前
後
の
走
行
時
間

で
帰
れ
る
玉
川
村
も
福
島
空
港
が

出
来
て
、
道
路
も
良
く
な
り
益
々

発
展
し
て
潤
い
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。
で
も
自
然
は
、
年
々
少
な
く

な
り
村
の
発
展
と
環
境
問
題
は
切

り
離
す
こ
と
は
で
き
な
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
し
か
し
、
出
来
る
か

ぎ
り
の
告
然
を
残
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
世
界
も
ア

ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
の
時
代
と

進
化
し
て
い
ま
す
。

私
事
に
な
り
ま
す
が
、
休
日
に

は
、
趣
味
の
ゴ
ル
フ
と
少
年
野
球

の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
四
十
数

名
、
時
間
の
つ
く
限
り
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

最
後
に
玉
川
村
、
東
京
玉
川
会

の
皆
様
の
ご
発
展
、
ご
健
勝
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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